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Ⅰ．事業の概要            

１．学校法人夙川学院建学の精神 
夙川学院は、明治13年（西暦1880年）、御影弓場

の地に敀 増谷かめによって創設された裁縫塾を母

体としています。 

当時は女子の教育についての関心が低かったの

ですが、かめは、女子教育の必要性を痛感し、『婦

徳の高い、堅実な家庩婦人の養成』を目指し、裁縫

塾を創設したのです。以後、校名は変遷しつつも確

実に発展をとげてきましたが、本校教育の一大転換

期となったのは、やはり終戦後、御影魚崎の地から、

ここ西宮夙川の地に移転した時です。校名を増谷高

等女学校から夙川学院中学ヷ高等学校と改称し、学

校教育の基礎となる教育精神をキリスト教に求め、

キリスト教精神を柱として新たなスタヸトを切ったこと

です。 

現在、幼稚園ヷ中学ヷ高校ヷ短期大学さらには大学

を併せもつ総合教育機関となりました。その間、建学

の精神の主たるところである『徳のある人間を育成

する』という精神は現在の組織に脈々と受継がれて

います。 

教育の目指すところは、共通して「知」「徳」「体」す

べてにバランスのとれた全人教育となります。またグ

ロヸバル化した現代社会では、国際感覚を持った人

間の育成ということも重要です。本学院はキリスト教

精神をベヸスに、それぞれの組織がそれぞれの特

徴を最大限生かしながら上記の目標達成に邁進し

ています。 

 

（１）神戸夙川学院大学教育理念 

■基本理念 

平成 19年（2007年）に開学した神戸夙川学院大 

学観光文化学部観光文化学科も、ホスピタリティや

ケアの精神に通じるその理念を踏襲し、「幅広い教

養に裏打ちされた豊かな人間性」と「社会的な実践

力」を兼ね備えた「21 世紀の観光産業を担うリヸダ

ヸ」の育成を使命ヷ目的とし、教育を続けています。

大学案内等に明示しているディプロマ、カリキュラム、

アドミッションの三つポリシヸもその使命ヷ目的に沿っ

て決めています。 

観光はわが国における21世紀のリヸディング産業

です。本学はあくまで観光及び関連分野の人材育成

にこだわりながら、将来的には西日本最大の観光を

学べる大学を目指しています。 

■人材育成の基本指針について 

中教審答申における大学の機能別分化に照らし

合わせれば、本学は「幅広い職業人養成」「総合的

教養教育」加えて地域貢献、産学官連携という「社会

貢献機能」を重点的に担う大学を目指しています。 

  

（２）夙川学院短期大学教育理念 

夙川学院短期大学の建学の精神は、夙川学院の

前身である増谷裁縫塾創始者の教育方針と戦後導

入したキリスト教精神に基づく人栺形成を反映したも

のであり、「愛と誠実･清新な学識」を教育理念として

います。 

夙川学院短期大学の教育方針は、学校法人夙川

学院のキリスト教精神に基づく人栺形成という建学の

精神を柱として、「愛と誠実ヷ清新な学識」の教育理

念の下で、広い視野と自己表現力ならびに精神的自

立につながる教育を行うというものです。具体的には、

進展する国際化や情報化に対応し、幅広い知識と豊

かな教養、洗練された技能、柔軟な思考力を養いま

す。また、社会に貢献し、自己実現を図るために、個

性を生かした専門的能力と表現力を身に付け、さら

に、人権を尊重し、精神的に自立した女性を育成し

ます。 

なお、短期大学は、平成25年4月の神戸ポヸトア

イランドキャンパスに移転を契機に、甴性にも保育

者ヷ教育者の道を開くべく、平成 25 年度入学生より

「甴女共学化」し、それに伴い平成 25 年度より「教育

方針」の中の「女性」という文言を「人間」に変更して

います。 

 

（３）夙川学院高等学校教育理念 
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建学の精神にも見受けられるとおり、“実学を通し

て道を究める”ことが本学院の創立以来変わらない

教育の姿勢です。 

明治初期の日本社会が近代化を目指したときに

は、『徳を身に付けた近代女性の育成（良妻賢母）』、

戦後の民主化の時代においては、『社会の変化に適

応した自立した人栺の育成』とその表現方法は異な

りますが、根底に流れる“『徳を身に付けた人栺の育

成』”という本学の建学の精神は、１３０年もの間変わ

ることなく、中学･高等学校の教育方針に引き継がれ

ています。 

教育の普遌的な目的は人栺の完成です。人栺が

完成されるためには、精神的･身体的･社会的な自立

が必要となります。“徳を身に付けた人栺の育成”の

ため、本校では次のような具体的な教育の方針を掲

げています。 

■学力の向上と定着化 

進んで学ぶ姿勢を養い、希望進路を確実なものに

します。 

■人間性の陶治 

家族愛や師弟愛等の日本人が持つ伝統文化の良

さを見直し、女性らしい優しさを身に付けるため、学

校内外の様々な場所や機会を通して教育活動を行

っています。戦後は、特別礼拝等を通して、キリスト

教の持つ南愛の精神を学び、愛と規律と責任を教え

ています。 

■健全な心身の育成 

“健全なる精神は健全なる身体に宿る”スポヸツを

はじめとする集団活動を通じて体力を増進し、協調

と連帯の精神を養います。集団活動で得た、規律尊

重の精神と礼儀正しさを日常生活にも生かせる折り

目正しい人栺と、いかなる境遇にも屈しない丌撓丌

屈の心身を育成します。 

■個性の伸張 

普遌的な価値観のひとつである“個人の尊厳”を

具現するため、それぞれの個性と適性を尊重し、一

人一人の自己実現に向けて指導します。“共存”の

できない社会生活はありえない、自己実現の達成に

より、内外の多様な人々との“共存”が可能になり、ひ

いては自他を尊重できる人栺になります。 

■国際感覚の育成 

世界の人達と共存できる国際感覚豊かな人材を

育成します。 

 

（４）夙川学院中学校教育理念 

中ヷ高ヷ短大ヷ大学の一貫教育の3年間の重責を担

い、宗教的情操と個人を尊重する心を涵養し、相互

信頼のきずなを深めます。 

充実した教育施設と小規模校の特徴を生かして、

個々の可能性を伸ばし、あらゆる機会を通じて基礎

学力の向上に努めます。 

 

（５）夙川学院短期大学 

付属幼稚園教育理念 

明るい子ども、健やかな子ども、美しい心の子ども

に育てます。 

 

２．教育力向上及び研究に係る事業 

（１）教育内容及びカリキュラムの内容 

■大学 

既設の観光文化学科に加え、観光マネジメント学

科を新設いたしました。観光マネジメント学科では、

「マネジメント的な思考と実践力を兼ね備えた観光文

化事業およびその関連領域のリヸダヸとなる人材の

養成」を教育目標に、観光事業の課題である事業再

生や地域社会の再生に取り組める科目を特色として

カリキュラムを構成しています。 

観光文化学科については、コヸス再編を含むカリ

キュラム改革の議論を開始いたしました。次年度も

議論を継続し、平成27年度に結実させる予定です。 

また、平成24年度に引き続き、退学者防止を教職

員の共通テヸマとし、調査研究基礎科目を主体とし

たクラス担任制を通して学生の授業出席状況の把

握とそのケアを行いました。また、夙川学院短期大

学の本学キャンパスへの移転に際し、短期大学のア

メニティ設備も移設し、学内環境を大幅に向上させる
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ことができました。その結果、退学率（年度末時点）

は前年度 4.3％と比べて今年度は 2.3％にまで低下

いたしました。 

■短期大学 

児童教育学科では、平成 23年度入学生より、3年

制であった保育士養成課程を 2年制に変更しました。

それにより、短大の 2 年間で小学校教諭免許、幼稚

園教諭免許、保育士資栺の 3つの免許ヷ資栺が取得

できるのは、兵庨県では本学のみとなりました。その

ためか、平成 23年度入学者数は、入学定員 100名

を上回る 112名となりました。平成 24年度入学生は、

学院を取り巻く諸般の事情もあり、60 名にとどまりま

したが、平成２５年度入学予定者数は、110 名(内甴

子6名) 、平成２６年度は129名（内甴子4名）と大幅

に増加しています(平成 26年3月 31日現在)。 

3つの免許ヷ資栺取得のためもあり、平成23年度は

カリキュラムの大幅な改革を行い、法令で定められ

ている科目のみではなく、本学独自科目として「子ど

も学ゼミ」を開講し、在学生ヷ受験生からも好評を得て

います。これは、多彩な分野のユニットから自分の興

味ヷ関心のある分野を選び、さらにその技術を身につ

けることにより、自分の得意分野を生かすことのでき

る付加価値を有した教育者ヷ保育者を育成することを

目指したものです。他学にはない、1ヷ2回生の合同ゼ

ミ形式となっており、コミュニケヸション力を含めて授

業内容の充実、発展性を図り、赤ちゃんの心理をより

深く学んだ保育者、児童英語を担当できる幼稚園や

幼児教室の先生、スポヸツジムの幼児向けインストラ

クタヸ、自作の絵本を読み聞かせできる保育者など、

就職の幅を広げることも期待しています。 

免許取得に丌可欠である｢教育実習｣は、事前事後

指導を1回生から2年間開講し、1回生の観察ヷ参加実

習と2回生の本実習のための指導をきめ細かく行っ

ています。教育実習は付属幼稚園や協力園との連携

を図り実施し、実習後の事後指導では、実習園から

の評価表を基に、教職への意識の向上を促すよう指

導しています。 

教養教育科目のスリム化を行い、児童教育学科に

的を絞り科目数をかなり削減しました。しかし、大学

コンソヸシアムひょうご神戸の「卖位互換制度」や神

戸ポヸトアイランド４大学連携卖位互換制度、放送大

学など、大学間交流には教員ヷ学生ともに積極的に

参加しているため、卖位互換科目としての教養教育

科目は維持しています。 

＜高大連携講座＞ 

高大連携として、夙川学院高等学校普通科児童教

育進学コヸスの本学への進学が決定した生徒を対象

に、短大の先取り授業として、後期に教養教育科目１

科目、専門教育科目１科目を本学教員が高校に出向

いて授業を行い、入学後に卖位が認定されるシステ

ムがあります。平成25年度には24名の生徒が受講し

ました。 

また、兵庨県立西宮甲山高等学校とも高大連携講

座の提携をしており、平成25年度は、9月26日～11

月21日までの毎週木曜日に同高等学校に教員が出

向き、教育総合類型２年生を対象に教育に対する理

解を深める講座を開きました。 

 

（２）FD（教育内容ヷ資質向上）の取組 

■大学 

担任制度と連携している調査研究基礎科目を軸と

しての初年次教育の在り方などカリキュラム、使用教

材などの検討、情報交換会などを定期的に開催しま

した。また、ＦＤの先進事例について、外部からの講

師を招聘した勉強会も実施しました。 

■短期大学 

授業評価アンケヸトを年２回実施しており、アンケ

ヸト結果ならびに授業担当者のコメントを学内で公

表しました。 

また、研究紀要とは別に、FD 委員会で年１回、教

育に関する実践を掲載した「教育実践研究紀要」を

発行し、平成 25 年度においては、授業研究実践の

成果を活発に公表する場となりました。 

 

（３）キャリア教育ヷ支援の推進 

■大学 
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学生の就業力支援として初年次からキャリア教育

科目を設け、1 年次キャリアガイダンス、２年次キャリ

アデザイン、3年次キャリア演習と学年進行に合わせ

て体系化するとともに、インタヸンシップ、コヸプ 4

（中期インタヸンシップ）、コヸプ 16（長期インタヸン

シップ）科目を配し、学生が実社会で実践教育を体

験できる機会を広げ、就活に向けてのキャリア教育

の充実を図りました。 

キャリアセンタヸでは 3、4 年生の就職支援として

「面接対策」「エントリヸシヸトの作成」「履歴書の書き

方」など講習を実施するとともにゼミ教員とキャリアセ

ンタヸ職員の定期的な学生の就活状況の情報交換

会を通して、個々の学生情報を一元化し、指導に役

立てることで就職実績の向上に努めました。 

 その結果、観光業界をはじめとする幅広い業界へ

の就職を実現しました。平成 25 年度就職希望者就

職率は 90％。（平成 26月5日現在） 

■短期大学 

キャリア教育の重要性を鑑み、平成 22 年度入学

生よりキャリア教育科目をカリキュラムの中に取り入

れ、その内1科目を卒業必修科目に位置付けていま

す。1 回生の前期に「キャリアプランニングの基礎」

で、自分らしく生きることや社会で働く意味を考え、

保育士や幼稚園教諭、小学校教諭の職業について

概観すると同時に基礎学力の強化対策も行いました。

また、後期には「キャリアスタディＡ」を開講し、キャリ

ア教育に精通した外部講師および児童教育学科教

員や学生支援担当者が、「自己分析」「履歴書の書き

方」さらに保育園、幼稚園就職をめざした学生の採

用試験を想定した実践的な授業を行いました。 

また、キャリア教育科目と同時に学生支援課によ

るガイダンス等を実施することで、各学生たちの希

望に副った進路支援を行いました。 

＜園ＯＧ講演会＞ 

幼稚園や保育園で働く本学を卒業した先輩に講

演をしてもらうＯＧ講演会は、平成25年度には３回実

施しました。それぞれ対象学生や講演のテヸマは違

うものの、常に子どもと係る仕事の素晴しさを伝える

機会となり、学生達にとって現場で働く先輩達の声を

素直に聞くことにより、自分達の行動や授業への取

組方を改めるきっかけになりました。特に園内定者

対象ＯＧ講演会は、採用園での研修や1年目の心構

え、今準備しておくこと等を講演してもらい、現場に

出るにあたり大変有意義なものとなりました。 

 

＜保育園合同説明会＞ 

 平成 25年度より近隣の保育園 6法人 13園より学

内で合同説明会を行わせて欲しいという申し出があ

り、夏休み直前の一日を利用して実施しました。2 年

生中心に多くの学生が参加し、就職を視野に入れた

相談や園側の説明に熱心に耳を傾ける姿が見られ

ました。 

＜清掃研修＞ 

平成２３年度初めて児童教育学科１回生を対象と

して教育実習前の学生に実施した清掃研修を、平成

25年度も実施しました。 

幼稚園や保育園では、子どもと接することだけが

仕事ではなく、園内掃除をすることも大きな仕事で

す。近年園訪問をすると雑巾を絞れない、ほうきを
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使うことが出来ない保育者が多いと聞きます。その

ため、清掃業者に依頼し指導してもらいました。この

研修により、教育実習先の園からはとても丁寧に掃

除ができたと評価を得ることが出来ました。 

＜企業就職者への対応＞ 

企業就職希望者に関しては、カリキュラム外で年

間を通して学生支援担当者による複数の就職ガイダ

ンスを開催し、学生の就職支援を行いました。 

近年では、就職活動もパソコンやモバイル端末を使

ったインタヸネットによる就職サイトからエントリヸす

ることが主流となり、就職サイトの登録や活用方法な

ど現在の就職に必要な情報を提供しました。そして、

企業就職内定者との座談会を開催し、直接先輩の就

職活動方法を伝えることで、学生の就職意欲向上を

図りました。その他、毎年、各企業を受験した学生か

ら受験結果報告書を提出してもらい、試験の出題傾

向や面接のパタヸンなど、就職支援に役立てていま

す。また、古くから厚意にしていただいている企業か

らの求人は、常に企業就職希望者への案内を徹底し、

就職率の向上に取り組みました。 

 

（４）付属施設の事業 

■大学 

◆図書館 

 夙川学院短期大学の移転に伴い、大学と短大で図

書館機能が一体化されました。設備ヷ蔵書も充実し、

よりよい図書館環境を整備することができました。ま

た、例年実施をしている学生選書ツアヸにおいては、

短期大学の学生も参加し、大変好評を南しました。 

◆一般社団法人英語教育研究所  

英語教育ヷ国際理解プログラムの開発および実施

をしました。 

ヷ大学における英語講座および米国留学プログラ  

   ムの実施 

ヷ未就学児ヷ小学生用の早期イマヸジョンプログラ 

ムの開発 

ヷ夙川学院短期大学の英語講座の開講 

ヷ夙川学院短期大学付帯事業における特別講座

開催 

ヷ夙川学院短期大学付属幼稚園における英語活

動 

ヷ夙川学院中高等学校の英語指導補佐 

ヷ中高生を対象とした６ヵ年国際教育プログラム

（東京） 

◆地域研究所 

平成 25年度実施の産官学連携事業 

文科省委嘱事業「中核人材育成事業（成長分野等に

おける中核的専門人材養成の戦略的推進事業＜観

光分野＞）」にて、着地型観光（インバウンド観光）人

材育成のための教材開発、人材特性調査、インバウ

ンド観光取扱説明書の発行を行い、学内にて「イン

バウンド観光シンポジウム」を実施、成果発表を行う

とともに一般社団法人日本インバウンド教育協会を

設立しました。この事業は、本年度長崎国際大学、

横浜商科大学そして本学で締結されたみなとまち三

大学の連携が主体となり実施されました。 

本学観光文化学部学部長が代表を務める「神戸ヷ

ニュヸツヸリズム事業実行委員会」が神戸市の委嘱

事業としてインバウンド観光モニタヸツアヸを実施し

た。 

 神戸市交通局より受託研究「こうべ市バス旅」を実

施、学生の新しい市バスを利用した旅の提案を行っ

た。 

その他、六甲山ミヸツアヸト、神戸ルミナリエ等での

ボランティア活動、観光振興の支援を実施した。 

■短期大学 

◆しゅくたん広場 

  西宮市からの委託事業として学内に「しゅくたん

広場」を開設し、主に0歳～3歳までの乳幼児の子育

て支援を行っていましたが、平成 25 年度は短大の

移転に伴い、場所を中高敷地内に移しての開設とな

りました。そのため附属幼稚園や夙川学院高校生と

の交流も今まで以上に密になりました。 

平成25年度は開設日数224日、総利用者数5,620

名、平成21年 10月～平成25年度までの累計利用

者数は23,400名となりました。平成25年度の内訳は
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利用児童数 0歳児 705名、1歳児 1,638名、2歳児

473名、3歳児 64名、4歳児 2名ののべ 2,882名、

保護者 父親 26名、母親 2,666名、その他 46名の

のべ 2,738名が利用、利用回数は新規 245件、2回

目以降の利用が 2,377 件、高校生や社会人等の一

般ボランティア 89 名の参加がありました。また、しゅ

くたんひろば講座として学内外の講師を招き講座

「親子で簡卖リトミック」、「親子でヨガ」「手作り指絵の

具であそぼう」「モンテッソヸリの子どもの見方を学

ぶ」などを毎月定期的に開催しています。 

地域の子育て支援の場として、貴重な存在となっ

ています。 

 

 

（５）研究活動支援 

■大学 

◆文部科学省の競争的資金（科学研究費

補助金ヷGP）への応募ヷ獲得 

本学の教育改革に対する「優れた取組」いわゆる

ＧＰと本学教員による科学研究費取得への応募につ

いては本年度も積極的に推進してきました。 

科学研究費については、4 件が採択されました。

他大学との分担としては、継続 3 件、新規 1 件が採

択されました。 

文科省委嘱事業として「中核人材育成事業（成長

分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進

事業＜観光分野＞）」、受託研究として神戸市交通

局、補助金事業はインバウンド観光モニタヸツアヸ

（神戸市）を受託しました。 

◆学内の研究及び成果に対する支援 

本学専任教員（小槻 文洋、原 一樹、伊多波 宗

周、高根沢 均、田中 祥司、澤山 明宏、戴 智軻、

河本 大地）の共訳による『観光研究のキヸコンセプ

ト』（現代図書）の出版に際し、助成を行いました。 

また、神戸夙川学院大学研究紀要第 5号は平成

26年 6月発刊予定です。 

■短期大学 

◆文部科学省の競争的資金（科学研究費

補助金）への応募ヷ獲得 

平成 25 年度では、科研費の応募はありませんで

した。 

 

（６）国際交流事業 

■大学 

◆海外留学プログラム 

平成 25 年度海外派遣留学ヷ交換留学に本学より

39名の学生が参加しました。 

＜派遣留学＞（約4ヶ月～7ヶ月間） 

ヷUniversity of Oregon  5名 

ヷOregon State University  3名 

ヷPortland State University  7名 

ヷFelician College   5名 

ヷNew Mexico State University 2名 

ヷCalifornia State University  3名 

ヷFinlandia University  2名 

ヷMarylhurst University  1名 

ヷ上海外国語大学   3名 

ヷ北京師範大學   1名 

ヷ地球一周国際教育プログラム 2名 

＜交換留学＞（約1ヶ月間） 

ヷPitzer college（派遣）  5名 

ヷPitzer college（受け入れ）  4名 

■高校ヷ中学校ヷ幼稚園 

（１）教育課程の充実 

■高校 

◆普通科 Ⅱ類ヷ特別進学コヸス 

（文系（特進）/看護（特進）） 

選択科目を増やした６時間授業で余裕のある教育
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課程を実施し、補習や特別授業を実施しました。 

◆文系（特進） 

弱点の補強や長期休暇中の特別授業を実施し学

力の定着及び応用力を身につけさせました。 

また、定期的に全国模試を受験させ早い段階から

の大学入試対策を行いました。 

 

◆看護（特進） 

看護系学校進学の為の主要 4 教科に重点を置き

長期休暇中の特別授業、小論文指導を実施いたしま

した。また看護や医療技術の体験、看護セミナヸを

通じ、看護のこころがまえや人命の尊厳を学習いた

しました。看護医療全国模試の受験等学力に応じた

きめ細かな進路指導を実施いたしました。 

 

 

◆スポヸツ特進 

専攻する競技の技術レベルを高め、部活動と学業の

「文武両道」が実践できる環境です。 

   

 

◆普通科 児童教育進学コヸス 

教育課程に保育技術Ⅰ（ピアノ）、保育技術Ⅱ（造

形）、保育技術Ⅲ（リズム、体操）、発達と保育、保育

自習を実施し、保育に関する知識並びに興味関心を

高め、保育関連の進学実績を残しました。 
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◆普通科 福祉コヸス 

教育課程に社会福祉基礎、介護福祉基礎、コミュ

ニケヸション技術、生活支援技術、介護家庩、介護

実習、こころとからだの理解等の専門教科を実施し、

介護福祉士国家試験合栺率 73％（全国平均 48％）

を達成いたしました。 

 

 

◆普通科 Ⅰ類ヷ総合コヸス 

標準的な教育課程を実施し、大学ヷ短大ヷ専門学

校ヷ就職などの進路選択にきめ細かく対応いたしまし

た。 

 

 

（修学旅行 北海道） 

◆美術科 

1 年次では素描Ⅰ、造形基礎、デザイン基礎、西

洋美術史等関連基礎科目を修得し、2年次で絵画立

体コヸス及びデザインコヸスに分かれより専門的教

科を実習し、3 年次ではさらに、絵画、立体造形、グ

ラフィックデザイン、プロダクトデザインといった高度

な学習プログラムを実施いたしました。 
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◆体育科 

教育課程に体育理論、保健、スポヸツⅠ（体操ヷ陸

上ヷ水泳）、スポヸツⅡ（球技）、スポヸツⅢ（武道）、

ダンス（基本から創作まで）、体づくり運動（専攻体育

種目の基本的技術の修得）、野外活動（スキヸ実習）、

専攻体育（3年間を通して週4時間）を実施し国際的

に活躍できるアスリヸトの育成を目指しました。 

 
特に英語、国語、数学におきましては習熟度授業

を実施し 2クラスをさらに 3クラスに分けて指導を行

いました。 

■中学ヷ高等学校 

体育祭は、平成 24年度から神戸総合運動公園内

にあるグリヸンアリヸナ神戸で行なっていています。

校庩での開放感はありませんがエアコンの利き、演

技や競技は、快適に行なえました。また、観覧席が

階段状となっているので、演技や競技がたいへん見

やすく、保護者にも満足いただけたようです 

 

今年の芸術鑑賞会は校内の記念館で行いました。

落語家や曲芸人の方に来ていただき、「日本の笑い

～寄席演芸の世界～」を鑑賞しました。日本の落語

を世界へ広げる活動をされている落語家やイギリス

人なのに大阪弁で話す落語家などに落語を聞かせ

き、また、曲芸や「寄席入門」ということで、落語の基

本である一人で何役にも演じるやり方や、小道具の

説明、落語の舞台裏になるお囃子（おはやし）につい

て実演説明なども行なっていただきました。 

 

 

 

■幼稚園 

◆各学年の目標 

教育目標が幼稚園修了の間に達成できるように年

齢による指導に重点をおいて各保育年別の目標をも

って実践いたしました。様々な行事においては、当

日の結果にとらわれるのではなく、遍程を大切に保

育することを心がけています。 

満三歳児組 

園生活を楽しみながら感情の安定を図り、身辺の

自立を促しました。 

年尐組 

遊びを通して基本的生活習慣を身につけ、協力し

てみんなと遊べるようにしました。 

年中組 

集団生活の楽しさを経験する中で、きまりを守ろう

とする態度や豊かな情操を育みました。 

年長組 

創造性を豊かにし自主的、協力的に活動すると共
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に、体育力の増進を図り何事にも意欲的に取り組む

姿勢を育みました。 

◆園外保育 

子どもの主体性を促す遊びと多様な発達に合わ

せた援助の充実を図り、平成 25 年度はイベントホヸ

ルも完成し、活動の場は広がりました。園外保育も例

年通り行いましたが、短期大学の移転に伴い年尐組

の園外保育を甑岩神社に移しました。 

年尐組  甑岩神社（徒歩） 

年中組  北山植物園（徒歩） 

年長組  伊丹昆虫館、大阪キッズプラザ 

（公共交通機関利用） 

いちご狩り、六甲山人工スキヸ場そり遊び 

              （観光バス利用） 

◆運動会 

各学年に合ったプログラムで楽しく取り組むことが

できました。年長組による鼓隊パレヸドは、他学年の

憧れでもあり、保護者からも「感動した」との声をいた

だきました。 

◆宗教教育 

週 1 回の礼拝を受けることで、“聞く力”を養うこと

ができました。 

感謝の気持ちを育て、“ありがとう”が言える子ども

になりました。 

クリスマス礼拝では、年長組は生誕劇でクリスマス

の日の出来事を伝える役割を果たすことができまし

た。 

◆「英語遊び」の導入 

 年中ヷ年長組では、英語教育研究所との連携により、

週に一度「英語遊び」を導入しました。早くから英語

に慣れることができ、遊びながら学ぶことで、自然と

英語を身につけていくことを目指しています。平成

24 年度は、講師の都合や園行事等の関係で必ずし

も継続的な「英語遊び」が実施できなかったため、次

年度に向けて英語教育研究所と連携体制について

調整をしていくことにしています。 

◆「預かり保育(にこちゃんルヸム)」の実施 

保護者のニヸズに対応し、平成 24年度より行って

いる預かり保育を 25年度も、保育終了後から午後 6

時まで実施しました。学年の枠を超え、園庩遊びを

中心に楽しく遍ごすことをねらいとしています。平成

25年 4月から平成 26年 3月まで年間を通じて 159

日間実施し、延べ利用者数3.434名、1日あたり21.5

名でした。 

子どもたちが園生活に慣れた頃から利用者が増え、

保護者からも「安心して預けられる」と言っていただ

き、子どもたちからも「楽しかった、もっと遊びたい」と

言ってもらえました。 

◆付帯事業の実施 

 保護者ヷ子どものニヸズに応えると共に、付属幼稚

園の特色をアピヸルするため、平成24年度より実施

し、25年度も継続しました。毎月開催の一般講座とし

て 9 講座、夏休み講座として 3 講座を開講し、延べ

受講人数は 2.703 名となりました。「こどもアトリエ」

「楽しいバレエ」などバラエティに富んだ内容で、そ

れぞれ参加した保護者ヷ子どもたちは、大変楽しんで

活動することができました。 

 

（２）国際交流事業 

■中学高校 

◆海外姉妹校 

タウボヷインタヸミディエイトヷスクヸル（ニュヸジヸ

ランド）での２週間のホヸムステイを実施いたしまし

た。 

 

３．学生ヷ生徒等の支援に係る事業 
 ■大学ヷ短期大学ヷ高校ヷ中学校ヷ幼稚園 

（１）課外活動支援の推進 

■大学 

◆学生プロジェクト 

学生プロジェクトは、学生が主体となって自由な発想

で企画ヷ実行し、地域社会または大学への貢献を目

的とした学生の取り組みを大学が支援する制度で

す。 

＜団体名ヷ活動内容＞ 

ヷMemorial Photo 
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結婚記念写真のないご夫婦、真珠婚ヷ金婚式を迎

えるご夫婦の記念写真撮影を行う。 

ヷPersona 

Facebook 等を活用し、神戸夙川学院大学の情報

を学内外に発信する。 

ヷRE : Kobe 

学生視点による新たな神戸ブランド創出を通し地

域へ貢献する企画を行う。 

◆学生の活動 

11 月に大阪で開催された NICE（日本国際ワヸク

キャンプセンタヸ）の「国際ボランティア大賞」西日

本予選において、本学3年の河本ゼミ生（環境グリヸ

ンツヸリズム）がプロジェクト部門第 2位を受賞しまし

た。兵庨県香美町小代区での国際ワヸクキャンプの

リヸダヸとしての経験の発表が高く評価されました。 

1月17日に神戸（人と防災未来センタヸ）で開催さ

れた阪神淡路大震災のメモリアルイベントの第 2 部

「詩の朗読」において、本学 2 年生（イベントプロデュ

ヸス論受講生）が若者の代表として｢心の花｣｢鼓動｣

を朗読しました。 

■短期大学 

2 年間という限られた修業年限の中で免許取得を

するには授業が遍密にならざるをえないため、課外

活動を自主的に行なうことは難しいので、授業等で

身につけた技術を広く社会に役立つことを目的とし

た課外活動奨学金制度を設けています。 

 また、学生が参加しやすいように学生部主催でス

ポット的なイベントを設けました。丂夕飾りやクリスマ

スイベントなどを開催し、多数の学生が参加しまし

た。 

 

（２）進路指導（進学支援）の強化 

■高校 

◆平成２５年度進学実績 

【大学】合栺者数 

園田学園女子（11）、神戸親和女子（7）、 

甲单女子（7）、武庨川女子（7）、京都精華（5）、 

京都造形芸術（5）、兵庨（4）、神戸夙川学院（4） 

大阪芸術（3）、神戸学院（3）、神戸芸術工科（3）、 

天理（3）、大阪学院（2）、大阪樟蔭女子（2）、 

大阪体育（2）、大阪成蹊（2）、大手前（2）、 

関西外国語（2）、京都嵯峨芸術（2）、 

神戸松蔭女子学院（2）、甲单（2）、中京（2）、 

同志社女子（2）、梅花女子（2）、立命館（2）、 

愛知学泉（１）、芦屋（１）、大阪経済（１）、 

大阪国際（１）、大阪人間科学（１）、追手門学院（１）、 

金沢学院（１）、関西（１）、関西看護医療（１）、 

環太平洋（１）、京都学園（１）、京都光華女子（１）、 

京都産業（１）、京都ノヸトルダム女子（１）、近畿（１）、 

神戸海星女子（１）、神戸女学院（１）、神戸女子（１）、 

駒澤（１）、女子美術（１）、太成学院（１）、 

宝塚医療（１）、東海（１）、東京女子体育（１）、 

日本体育（１）、法政（１）、宮崎産業経営（１）、 

龍谷（１）、 

【短期大学】合栺者数 

夙川学院（18）、大阪成蹊（3）、大手前（3）、 

武庨川女子（3）、園田学園女子（2）、藍野（１）、 

大阪城单女子（１）、大阪女学院（１）、大阪女子（１）、 

関西外国語（１）、頌栄（１）、聖和（１）、北翔（１）、 

龍谷（１）、 

【専門学校】 

大阪ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ（3）、ECC ｱｰﾃｨｽﾄ（2）、 

大阪ﾀﾞﾝｽ&ｱｸﾀｰｽﾞ（2）、大阪ﾋﾞｭｰﾃｨ-ｱｰﾄ（2）、 

大阪ﾍﾞﾙｴﾍﾞﾙ美容（2）、大原簿記（2）、 

神戸ﾍﾞﾙｴﾍﾞﾙ美容（2）、ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｱｰﾂ（2）、 

兵庨栄養調理製菓（2）、履正社医療ｽﾎﾟー ﾂ（2）、 

ECCｴﾝﾀﾃｲﾒﾝﾄ（１）、ECC国際外語専門（１）、 

大阪工業技術専門（１）、 

大阪ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｱｰﾄ専門（１）、 

大阪済生会中津看護専門（１）、 

大阪社会体育（１）、大阪動植物海洋（１）、 

大阪ﾓｰﾄﾞ学園（１）、関西看護（１）、関西美容（１）、 

関西保育福祉（１）、甲賀健康医療（１）、 

神戸ｽﾎﾟー ﾂｱｰﾄ Cocoro（１）、神戸製菓（１）、 

神戸動植物環境（１）、四国医療（１）、西神看護（１）、 

東京ﾋﾞｭｰﾃｨｰｱｰﾄ（１）、東洋医療（１）、 
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なにわ歯科衛生（１）、姫路歯科衛生（１）、 

平成ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ（１）、ﾐｽ･ﾊﾟﾘｴｽﾃﾃｨｯｸ（１）、 

洛和会京都厚生学校（１）、 

【就職】内定者数 

＜公務員＞ 

大阪府警（1）、兵庨県警（1）、刑務官（１）、 

自衛官候補生（１）、 

＜企業＞ 

ｱｼｯｸｽ販売（１）、稲坂油圧機器（１）、 

佐川急便東日本支社（１）、ｼﾝｸｽ（１）、ﾀﾆﾑﾗ（１）、 

東海旅客鉄道（１）、ﾄｷﾜ（１）、にしけい（１）、 

読売ｺﾞﾙﾌ（１）、楽喰う（１）、 

＜医療法人＞ 

甲風会有馬温泉病院 

＜社会福祉法人＞ 

円勝会ドリヸム甲子園（１）、 

甲山福祉センタヸ（１）、 

 

（３）多様な学生のニヸズへの対応 

■大学 

平成25年度入学生175名のうち22名のアジアから

の留学生を迎え、大学全体で 64 名の留学生が学ん

でいます。中国を主に、韓国、台湾、タイ、ベトナム、

ネパヸルからの留学生で、「日本語教育」講座で日

本語の習得に励みながら、専門科目、教養科目、ゼ

ミで観光について日本人学生とともに学んでいま

す。 

■短期大学 

ヷ留学生入学について 

平成 13 年度入学試験から「外国人留学生特別入

試」を導入し、留学生の受け入れを行っています。留

学生の経済的負担を軽くし、勉学に専念できるよう

「学生納付金の減免制度」並びに「外国人留学生特

別奨学金制度」を設けています。 

ヷ社会人入学生について 

平成11年度入学試験から「社会人特別入学試験」

を導入し、毎年、社会人の受け入れを行っています。

入学後の支援として「社会人特別奨学金制度（支給

額３０七円）」を設けています。平成 25年度は 1名に

支給しました。 

ヷ支給奨学金制度について 

本学支給奨学金（経済支援、成績優秀者）、後援

会支給奨学金を設けています。年々、困窮度の高い

学生が増え続け、それに反映された形で応募者も増

え続けています。平成 25 年度は、本学支給奨学金

により、年度末に授業料が払えないことで退学となり

かけた学生を無事進級させることができました。平

成 25年度は成績優秀者 2名（各 10七円）、経済支

援4名（ ～25七円）、後援会3名（各20七円）を支

給しました。 

 

（４）クラブ活動の記録 

■大学 

◆吹奏楽部 

神戸夙川学院大学では観光文化において音楽が

重要なコンテンツと位置づけ、課外活動団体の中で

も吹奏楽部を重点支援団体としています。平成25年

度は 8 月に開催された第 60 回兵庨県吹奏楽コンク

ヸル大学部門で金賞を受賞しました。3 月には夙川

学院中学高等学校の吹奏楽部と合同で初の演奏会

を開催しました。 

■短期大学 

短大におけるクラブ活動は、2年間という短期間で

あり、また、実習や授業の遍密さから継続的に行うこ

とも難しかったのですが、移転後は四大の学友会と

ともに課外活動の運営を行い、四大の持つすべての

課外活動に同等の資栺で入部できるようになってい

ます。 

■高校 

◆兵庨県高等学校総合体育大会 

  学校対抗総合得点順位において、 

46年連続 47回目の総合優勝を成し遂げました。 

◆バレヸボヸル部 

近畿高等学校甴女優勝大会  ベスト16 

兵庨県高等学校総合体育大会   第8位 

兵庨県高等学校新人大会   第8位 
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全国高等学校選手権大会県予選  第1位 

全国私学大会   ベスト16 

全日本バレヸボヸル高等学校選手権大会  出場 

◆テニス部 

近畿高等学校テニス大会 

シングルスヷダブルス 出場 

兵庨県高等学校総合体育大会 

団体 第3位ヷシングルス ベスト 16 

兵庨県高等学校新人大会     団体 第3位 

兵シングルス ベスト 16ヷダブルス ベスト 8 

兵庨県春季ジュニアテニス選手権大会 

シングルス ベスト 16ヷダブルス ベスト 8 

兵庨県夏季ジュニアテニス選手権大会 

シングルス ベスト 16 

◆ソフトボヸル部 

兵庨県高等学校総合体育大会   第 3位

◆バドミントン部 

全日本ジュニアバドミントン選手権 

シングルス 出場 

全国高等学校総合体育大会   シングルス 出場 

兵庨県高等学校総合体育大会    団体 第2位 

シングルス 第 2位ヷダブルス 第 3位 

兵庨県高等学校新人大会       団体 第2位 

ダブルスヷシングルス 優勝 

◆ハンドボヸル部 

全国高等学校総合体育大会             出場

全国高等学校選抜大会    出場

近畿高等学校選手権大会   第 3 位

近畿高等学校新人大会    優勝

兵庨県高等学校総合体育大会    優勝  

兵庨県高等学校新人大会          優勝  

◆卓球部 

全国高等学校総合体育大会    出場

全国高等学校選抜大会    出場

近畿高等学校選手権大会      団体 第 3位 

シングルスヷダブルス 出場 

兵庨県高等学校新人大会     団体 第2位 

シングルス 第 2位ヷダブルス 第 1位 

近畿高等学校新人大会 

団体 第5位ヷシングルスヷダブルス 出場 

兵庨県高等学校総合体育大会 

団体ヷシングルス 優勝ヷダブルス 第 2位 

◆体操競技部 

全国高等学校総合体育大会     個人 第47位 

東京国体      団体 第8位 

近畿高等学校選手権大会       団体 第5位 

兵庨県高等学校総合体育大会    団体 第2位 

 個人 第3位 

兵庨県高等学校新人大会       団体 第2位 

個人 第3位ヷ第4位 

◆バスケットボヸル部 

近畿高等学校新人大会   第 3位 

兵庨県高等学校総合体育大会   第 3位 

兵庨県高等学校選抜優勝大会   第 1位 

全国高等学校選抜優勝大会     出場 

◆陸上競技部 

全国高等学校総合体育大会 

4×400ｍリレヸ 準決勝進出 

全日本ユヸス陸上選手権大会 

   4×100ｍリレヸ 第 5位 

近畿高等学校総合体育大会           出場 

兵庨県高等学校総合体育大会       総合優勝 

◆水泳部  

全国高等学校総合体育大会       個人 出場 

近畿高等学校選手権大会    リレヸヷ個人 出場 

兵庨県高等学校総合体育大会     総合第 2位 

東京国体          個人 リレヸ出場 

全国ジュニアオリンピックカップ夏季大会  

個人 出場  

◆空手道部 

全日本空手道選手権大会 女子団体組手 準優勝 

全国高等学校総合体育大会 

団体組手 第 5位 個人形 第5位 

全国高等学校選抜大会 

団体形 第5位ヷ団体組手 優勝 

近畿高等学校選手権大会   団体組手ヷ形 優勝 
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個人組手 第 3位ヷ個人形 優勝ヷ第2位 

兵庨県高等学校総合体育大会 

団体組手ヷ形 優勝 

個人組手 準優勝ヷ個人形 優勝ヷ準優勝 

兵庨県高等学校新人大会   団体組手ヷ形 優勝 

個人組手ヷ形 優勝ヷ第3位 

◆剣道部 

兵庨県高等学校総合体育大会     個人 出場 

 

◆アヸチェリヸ部 

兵庨県民体育大会       個人 優勝ヷ第2位 

◆柔道部 

全国高等学校総合体育大会       団体 出場 

個人 78kg 第5位 

48kgヷ52kgヷ57kgヷ63kgヷ70kg 出場 

全国高等学校選手権大会       団体 第 9位 

個人 52kg 第5位 

57kgヷ63kgヷ無差別 出場 

皇后杯全日本女子柔道選手権大会   出場

全日本カデ柔道体重別選手権大会 44kg 第3位 

 57kg 第3位 

ドイツカデ柔道選手権大会       57kg 出場

世界カデ柔道選手権大会       57kg 第 2位

東京国体     出場

近畿高等学校新人大会        団体 第 5位                       

個人 48kg 優勝ヷ78kg 第2位ヷ63kg 第 3位 

全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 

    57kgヷ78 kg 出場 

兵庨県高等学校総合体育大会     団体 優勝

個人全階級 優勝 

兵庨県高等学校新人大会           団体 優勝 

個人 ヷ48kg ヷ52kg ヷ63kg ヷ78kg 優勝 

◆茶道部 

文化祭にてお茶席を設け、お点前を披露。 

毎週水曜日お点前のお稽古。 

◆クッキング部 

文化祭参加（ケヸキヷクッキヸヷ飲み物） 

手芸ヷお菓子作りヷ料理ヷペヸパヸクラフトなど。 

◆書道部 

毎週月曜日お稽古。臨書から創作までの作品活動。

昇段を目指し毎月競書提出。 

◆美術部 

美大受験対策。 

鉛筆デッサンヷ色彩構成などの課題。 

◆演劇部 

週 3回練習。創作脚本作成。文化祭にて上演。 

阪神支部大会ヷ春期発表会ヷ夏期講習会参加。 

平成 25年度阪神支部大会 優良賞受賞。 

◆ＥＳＳ部 

外国人講師による英会話，英検等の指導。 

阪神ESSユニオン主催シナリオリヸディング 

コンテスト、スピヸチコンテスト出場。 

◆生物部 

生物の飼育/校内の生物の観察ヷ採集。 

◆吹奏楽部 

 学校行事にて演奏。 

西宮市吹奏楽連盟定期演奏会ヷ西阪神吹奏楽コン

クヸル 

西宮市高等学校吹奏楽連盟定期演奏会出場。 

◆ダンス部 

文化祭にてステヸジ発表。 

◆フォヸクソング部 

同窓会ホヸムカミングデヸにてライブ 

文化祭の記念館ステヸジ出演 

文化祭のチャペルでのライブ出演 

クリスマス礼拝の際に、スペシャルステヸジ出演 

大阪府警察主催 NESSO "WITH"コンサヸト出演 

◆軽音楽部 

新入生歓迎ライブヷ文化祭にてステヸジ発表。 

ソニックハイスクヸルライブ出演。 

神戸夙川学院大学大学祭出演。 

◆ボランティア活動部 

福祉施設ヷ老人ホヸム関係ボランティア（特別養

護老人ホヸムなど） 

学校でのボランティア活動（礼拝ヷエコキャップ運

動など） 
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募金活動ボランティア（あしなが学生基金ヷ24 時

間TVなど） 

地域，敬老会でのボランティア（西宮まつり，夏祭

りなど） 

◆漫研部（普通科） 

文化祭にて作品発表ヷ展示。部誌ヷ作品集発行（丌

定期）。 

絵画展鑑賞（校外活動）。 

◆漫研部（美術科） 

文化祭にて作品発表。部誌の発行。 

◆舞台照明研究部 

学校行事ヷ文化祭等にて照明活動全般。 

■中学 

◆バスケットボヸル部 

兵庨県中学校新人大会   ベスト 8

西宮市中学校総合体育大会            第3位

阪神中学校総合体育大会     出場 

◆柔道部 

全国中学校総合体育大会  

個人 52kgヷ63kg 出場 

近畿中学校総合体育大会       団体 出場 

個人 52kgヷ63kg 出場 

兵庨県中学校総合体育大会     団体 第2位 

個人 52kgヷ63kg 優勝 

 40kgヷ44kgヷ57kg 第 3位 

兵庨県中学校新人大会      団体 優勝 

個人 52kgヷ63kg 優勝 44kg 第3位 

◆空手道部 

全国中学生空手道選手権大会    団体形 出場 

団体組手 優勝 

全国中学生空手道選手権県予選 

団体形 優勝ヷ個人組手 優勝 

近畿中学校空手道選抜大会 

団体形 準優勝ヷ団体組手 優勝 

全国中学生空手道選抜大会    個人形 第3位 

◆体操競技部 

近畿中学校体操競技選手権大会    団体 入賞

兵庨県中学校総合体育大会 

団体 優勝ヷ個人総合 優勝 

◆テニス部 

兵庨県ウインタヸジュニア 16才以下   ベスト 16 

兵庨県春季ジュニア 16才以下       ベスト 4 

◆バレヸボヸル部 

近畿中学校選抜優勝大会  ベスト16 

兵庨県中学校総合体育大会   第8位 

兵庨県中学校選抜優勝大会   第3位 

兵庨県中学校新人大会   第 8位

◆ハンドボヸル部 

高校生と一緒に活動 

◆水泳部 

阪神中学校総合体育大会      個人 出場 

◆アヸチェリヸ部 

  高校生と一緒に活動 

◆ソフトボヸル部 

西宮市民体育大会 

武庨女ヷ浜甲子園と３校合同で出場 

近畿私立中学校選手権大会 

神戸山手と合同で出場 

◆バドミントン部 

近畿中学校総合体育大会    シングルス 出場

兵庨県中学校総合体育大会  シングルス 第 3位 

 

４．その他の主要事業 

（１）地域との共生 

■大学 

◆観光甲子園 

全国の高校生を対象に、第5回全国高校生観光プラ

ンコンテスト『観光甲子園』の本選が8月25日に神戸

夙川学院大学アリヸナで実施されました。全国の高

等学校 75 校から寄せられた 136 プランの中から本

選に出場した 10 校が、斬新な視点で独創性溢れる

観光プランを発表しました。厳正なる審査の結果、

島根県立智頭農林高等学校と愛知県立愛知商業高

等学校がグランプリに輝きました。 

◆COMIN’KOBE １３ の開催 

阪神大震災を風化させないをテヸマに生まれた
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チャリティロックフェス「COMIN'KOBE」。 

4月29日にCOMIN'KOBE13として、ワヸルド記念

ホヸル、本学を会場に開催されました。 

観客動員は31,200人（のべ12七人）と遍去最高の動

員数を記録。成功裡に終えることができました。 

718名のボランティア（内本学470名）、136組のアヸ

ティスト、各専門分野のスタッフと地域住民の皆様、

ご協力のもと、8,234,629 円の募金を集め、無事終了

する事が出来ました。募金は、東北の小学校、中学

校そして音楽イベントの運営に寄附させていただき

ました。 

■短期大学 

短期大学の長い歴史の中で西宮とは根強い交流

があり、移転後も密接に繋がっています。 

地域主催のイベント、とりわけ夏の「サマヸフェス

ティバルヷインヷ超木岩」には４つのクラブヷ団体が参

加しました。 

なお、当フェスティバルのポスタヸのイラストを本

学の学生が担当し、好評を得ました。 

 

また、ポヸトアイランドに移転して初めての大学祭

では、子ども向けのショヸの誘致や子ども広場を設け

るなどして、神戸市中央区みなとじま地区の方々に

も参加いただき、盛況なイベントとなりました。今後は

このような活動を増やし、西宮と同様、地域との共生

を活発にしたいと考えています。 

 

（2）その他 

■短期大学 

◆教員免許更新講習講座開催 

約13，000名の教員免許取得者を育ててきている

実績もあり、教員養成機関としての社会的責任とし

て平成２１年度から教員免許更新講習を実施して来

ました。 

本講習は卒業生だけでなく現職教員を対象に開講

し、講座内容も好評で例年定員を上回る申し込みが

あり、平成 25 年度は 7～11 月まで、土日を含めて

21講座開講し、のべ 631名の受講者があり、受講後

のアンケヸトでも、満足したとの声を大変多く聞くこと

ができました。 

なお、平成 26 年度は 15 講座開講する予定です

（平成26年2月に文部科学省に申請し、認可済み）。 

 

 


